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広告

次回発行日は、平成21年８月２５日の予定です。

エンジェル・ベアかつしかボランティアセンター

保険の相談
受けたまわります
保険の相談
受けたまわります

家庭内のもめごと、心配ごと。人間関係上のトラブル。自分自身につ
いての悩み。ウツ症状の改善。精神科等に通院しているがもっと話
をきいてもらいたいとき。いじめ。心傷。ペットロス。

ひとりで苦しまず、どうぞお話し下さい。

TEL.03（5670）5215
東新小岩7-24-8

通院困難な方のご自宅、施設などへ 
訪問して歯の治療を行います。 

各種保険取扱 

共に支えあう
福祉のまちづくりを

めざして

広告

社協だよりの点字版と録音版（テープ・DAISY）を発行しています。詳しくは、お問い合わせください。　振興課　 5698－2411

No.132

■ホームページ　http : //www.katsushika-shakyo.com

平成21年

社会福祉法人

葛飾区社会福祉協議会
〒124-0006 葛飾区堀切3-34-1
地域福祉・障害者センター（ウェルピアかつしか）3階
電話：5698-2411（代表）　FAX：5698-2513

■発行

■編集　広報委員会

◆対象　夏休みボランティア体験参
加など活動経験のある中・高校生
◆日時・内容

◆定員　２０名　　◆参加費　１,０００円（資料代等）
※全日程修了後、修了証を発行します。
◆申込方法　往復ハガキで、体験活動の活動希望分野（第
２希望まで）を記入のうえ、６月３０日（火）（必着）までに
お申し込みください。

ボランティアサマースクール

小学生ボランティア教室

夏休みボランティア体験

◆内容　環境ボランティア（ブルーギル駆
除など）体験　協力：（N）水元ネイチャープ
ロジェクト
◆対象　区内在住の小学生と保護者
◆日時　７月１１日（土）
午前９時～午後１時
◆会場　水元公園内　旧水産試験場跡地
◆参加費　無料
◆定員　２０組
◆申込方法　往復ハガキで、保護者氏名を明
記の上、６月３０日（火）（必着）までにお申し
込みください。

親子で身近な環境について
考える機会を

各種ボランティア講座 ※社協研修室・活動室…ウェルピア1階

やさしいボランティアの運転で出発！！

オリエンテーション
受講する上の注意事項など
基礎学習
福祉、ボランティアについて
体験学習（実践活動４日間）
分野：高齢者、障がい（児）者、
保育園
まとめ
体験発表、ワークショップなど

11日（土）
午後2時～3時30分
4日（火）
午前８時４０分～午後５時３０分
５日（水）～７日（金）
午前９時～午後５時
　
10日（月）
午前８時５０分～午後５時

開催日時 内　容 会　場

活動室

各施設

活動室

８月

7月

〒124-0006 葛飾区堀切3-34-1
ウェルピアかつしか３階
　５６98－2511 FAX 5698-2512

〒124-0006 葛飾区堀切3-34-1
ウェルピアかつしか３階
　５６98－2511 FAX 5698-2512

高齢者施設で
活動した人の声

参加者の声

6月5日

みんなでブルーギ
ルを53匹釣り、駆
除しました。

自分を必要としてくれ
たのがうれしかった。

〒124-0006

葛飾区堀切３－３４－１
ウェルピアかつしか3階　
かつしかボランティア
センター行

返信
往信

身近な地域で支えあう
しくみを築きましょう

○いきいきふれあいサロン
　高齢者の引きこもりの解消と地域
コミュニティの再活性化を図るた
め、商店街の空き店舗を利用して、地
域の高齢者が気軽に集えるサロンを
開設します。
 

たすけあいの輪を
広げましょう

○ボランティア講座
　はじめてボランティア活動をしよ
うという方を対象にした基礎的なも
のから、手話講習会など様々な内容
の講座を行っています。
○ボランティア協力校助成
　ボランティア活動を積極的に実施
している区内小・中学校・高校に対
して、活動費の一部を助成します。
○ボランティアグループ助成
　ボランティアグループの活動に対
し資金の助成をします。
 
安心して暮らせるしくみを
充実させましょう

○権利擁護センターかつしか
　・相談事業　　・訪問援助事業
　・成年後見制度利用支援事業
　・法人後見の受任
 
まちのニーズに対応する
体制をつくりましょう

○会員増強活動
　社協の福祉事業を行うための重要
な財源である、会費をご負担いただ
ける会員の増強に努めます。

主な事業【　つの重点目標】

　小地域福祉活動とは、気軽に行き
来ができる隣近所を舞台に、区民同
士が理解しあい・支えあう力を強
めていく地域活動です。
▲モデル地区となっている２地区
での事業推進の他、いきいきふれあ
いサロン事業を新規事業として実
施します。

  「地域の中で共に支えあう」福祉の
まちづくりを推進する主体となる
ボランティアの意識啓発と普及推
進を図ります。
▲新たに介護支援サポーター事業
を開始し、高齢者による地域貢献を
通じて、生き生きとした地域社会づ
くりを目指
します。

▲団塊の世代向けボランティア入
門講座など各種講座・研修会を開
催します。
▲災害ボランティア活動支援体制
の整備に努めます。
▲福祉教育ハンドブックを発行す
るとともに、学校における福祉教育
の支援に努めます。

　社協への区民の理解と協力を得る
ため、情報提供の充実を図ります。
▲広報紙やホームページの内容充
実に努めます。
▲最新の福祉情報等を周知するメ
ールマガジンを発行します。
▲地域に開かれた組織として、運営
の透明性や中立性、公正さの確保を
図るため、評議員会の傍聴を実施し、
審議事項等の情報提供を行います。

　活動者となる区民の確保と住民
参加型福祉サービスの充実を図り
ます。
▲家事や簡単な介助を提供するし
あわせサービスの協力会員や、子
育てを支援するファミリー・サポ
ート・センターのサポート会員の
確保に努めながら、引き続きサー
ビスの充実に努めます。

　判断能力が十分ではない高齢者
や障がい者が適切な福祉サービス
を利用できるよう、相談から援助ま
でを総合的、体系的に支援する体制
の充実に努めます。
▲福祉に関する一般相談や弁護士等
による専門相談の充実に努めます。
▲福祉サービス利用手続きの代行
や、日常的金銭管理、財産の保全管
理サービスを実施します。
▲成年後見制度推進機関として財
産管理や生活に必要なサービスが
受けられるようにサポートを行う
法人後見を受任するとともに、事業
の充実を図ります。

  増大・多様化する福祉ニーズに的
確に対応したサービス提供の推進
に努めます。
▲自主財源を確保し、事業を安定的
に展開するため、福祉協力委員の
方々とともに、引き続き、会員の増
強に取り組み、財政基盤の強化に努
めます。

7
小地域
福祉活動の推進1目標

ボランティア活動の
推進3目標

広報・啓発活動の
充実5目標

地域福祉活動計画
推進体制の整備7目標

経営改革の
推進6目標

しっかり
サポート4目標

住民参加による
事業の推進2目標

  活動計画の各種活動の進捗を評
価・推進する体制を整備します。

予算総括表

一般会計
公益事業特別会計
小口生活資金貸付
事業特別会計

歳末たすけあい運動
事業特別会計
総　合　計

439,984 
59,999 

1,972 

23,136 

525,091 

413,729 
29,405 

4,279 

23,135 

470,548 

26,255
30,594

△ 2,307

1

54,543

比較増減
（単位：千円）

平成20年度平成21年度会計単位

もっと知りたい、
学びたいあなたに

◆内容　区内の高齢者施設・保育園などで
のボランティア体験。
◆対象　中学生～おおむね３０歳までの方。
２５０名。
◆活動期間　７月５日（日）、７日（火）の参加
者説明会で活動先と日程を決定
◆参加費　３００円（ボランティア保険料）
◆申込方法　ボランティアセンター窓口で
配布する資料をよく読んで、専用の申込書に
ご記入の上、参加者説明会に参加して、活動
先と日程を決めてください。
◆資料配布期間　６月１５日（月）～３０日
（火）午前９時～午後５時（日曜日は除く。水
曜日は午後７時３０分まで。）

夏休みはチャレンジ！！

みんなで創り・育む、安心して暮らせる
「わがまち葛飾」の実現
　区民一人ひとりが、住み慣れたまちで、自分らしく健やかに、安心し
て暮らし続けることができる地域社会の実現を目指し、区民の皆さ
んのご協力を得ながら、様々な事業や福祉活動の推進に努めます。

平成21年度
事業計画と予算

広 告 募 集 中
22万部発行 全戸配布

http://www.katsushika-shakyo.com詳しくは

サマー・フェスティバル
２００９

６月１８日（木）
７月１６日（木）
午後２時～３時３０分　
６月２７日（土）
午前１０時～午後５時
６月２８日（日）午前１０時～正午　
７月14日（火）
午後２～４時　
７月１０、２４日、８月２８日、
９月１１、２５日、１０月３１日、
１１月６日（全７回）
金曜日　午後２時～４時　
７月６日（月）、８日（水）、
１０日（金）
午後２時～４時

社協研修室

　
社協研修室
本所防災館
（墨田区）　
社協研修室
　
ボランティア
活動室

　
総合スポーツ
センター・温水
プール

電話・ＦＡＸ

　
往復はがき
６月２２日必着
　
往復はがき
７月６日必着　
往復はがき
６月１５日必着

　
往復はがき
６月２６日必着
※障害の種類と程度
もお知らせください。

これから活動を始めたいという方に、ボラン
ティアとは・活動の紹介などをいたします。
　
災害時のボランティア活動の実際
本所防災館「防災体験」
　
実際に活動しているボランティアの話を聞
き、活動を体験します。（点訳の体験）　
絵本・昔話が好きな方、興味ある方に、古く
から読み継がれている名作絵本・物語を伝
えるボランティアの養成講座です。
受講料：500円　
高齢者・障害のある方対象です。
水の中なら楽に体を動かせます。リハビリや
運動のきっかけに、参加してみませんか。
参加費：500円

２０名

　
２０名

　
２０名
　
３０名

　
３０名

区内在住・
在学・在勤の方
（高校生以上）

区内在住の６５歳
以上の方、または
１５歳以上で
障害のある方

＜講座＞
はじめてのボランティア
　
災害ボランティア講座
（前編）『入門編』
　
ボランティア体験講座
（協力：かつしか点訳の会）　
おはなしボランティア
養成講座
（協力：おはなし夢時計）
　
水中ウォーキング教室
　講師：
　アクアフレンズ クラブ

事業名 対　象 定員 内　容 日　時 会　場 申込方法　　参照

ボランティア

認知症高齢者や障がい者を
サポートする生活支援員を
募集します

　

歩
行
困
難
な
障
が
い
者
お
よ
び

高
齢
者
で
、
車
い
す
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
の
外
出
時
の
お
手
伝
い
を
、

リ
フ
ト
付
ワ
ゴ
ン
車
で
行
い
ま
す
。

◆
対
象

　

区
内
在
住
で
車
い
す
を
利
用
し

て
い
る
方
で
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
利

用
会
員
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

　

初
め
て
利
用
す
る
方
は
、来
所
し

て
い
た
だ
き
登
録
申
込
書
に
記
入

の
上
、
身
体
状
況
の
わ
か
る
も
の

（
障
害
者
手
帳
・
介
護
保
険
証
な
ど
）

を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま

た
、１
度
登
録
し
た
方
も
年
度
ご
と

に
登
録
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

（※

介
助
者
の
同
乗
が
必
要
で
す
） 

◆
料
金
等

●

年
会
費（
社
協
会
費
）

一
口 

１
、０
０
０
円
か
ら

●

走
行
１
時
間（
基
本
料
金
）

１
、０
０
０
円（
基
点
は
、利
用
者
宅

か
ら
目
的
地
）

●

１
時
間
を
超
え
た
場
合
30
分
毎

５
０
０
円
（
15
分
未
満
は
切
り
捨

て
、15
分
以
上
は
切
り
上
げ
）

●

待
ち
時
間
は
30
分
毎
２
５
０
円

（
15
分
未
満
は
切
り
捨
て
、
15
分
以

上
は
切
り
上
げ
）

●

遠
隔
地
（
20
㌔
を
超
え
る
）
の
片

道（
送
り
・
迎
え
）の
利
用
料
は
、
５

割
増
と
な
り
ま
す
。

ハン
デ
ィ
キ
ャ
ブ

『
ふ
れ
あ
い
号
』

詳しくは　 2ページ

①「○○講座希望」
②参加者氏名（フリガナ）
③住所
④電話番号
⑤性別
⑥年齢（学校名及び学年）
⑦申し込みに必要な事項
　（希望分野等）

この紙面の講座・
教室の申込方法

※詳細は係へお問い合わせ願います。
※定員のある講座については、先着順
のものを除き、申し込み多数の場合、
抽選になります。

往復はがきの記入の仕方

FAXの場合はこの内容を記載

ご自分の住所
氏名

　問い合わせ先・申し込み先　かつしかボランティアセンター　電話 ５６９８－２５１１　FAX ５６９８－２５１２
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かつしか
ファミリー・サポート・センター

◆年会費 
正会員 １口 1,000円以上
特別会員 １口 10,000円以上
詳しくはお問い合わせください。

◆問い合わせ
振興課 ☎（５６９８）２４１１

○橋本昤子（柴又７） 30,000円

○カトレア美容室 10,000円
○故髙木末吉・遺族 50,000円
○矢作七郎（新小岩４） 50,000円
○葛飾区新聞販売同業組合 273,948円
○亀有中央商店街振興組合　三十周年記念
 32,213円
○かつしかボランティアグループ 86,149円
○歌謡スタジオつかさ 152,037円
○会田くみ子20周年記念ディナーショー
 27,740円
○葛飾区高齢者クラブ連合会 20,000円
○パチンコ一福 315,782円
○水元学び交流館水元わくわくまつり
　実行委員会 10,000円
○第12回東四つ木地区センターまつり
　実行委員会 31,122円
○ＳＤＡ金町キリスト教会 30,000円
○沢田文子（墨田区） 5,006円
○かつしか点訳の会 1,180円
○日蓮宗東京東部社会教化事業協会
 30,000円
○瀬川淑子（金町３） 10,000円
○牧野貞夫（奥戸２） 50,000円
○葛飾区伝統産業職人会 100,000円
○パルフェスタ実行委員会 5,600円
○島田修身（草加市） 100,000円

　今回もたくさんの善意のご寄付をありがとうございました。
　皆さまからいただいたご寄付は、社協の貴重な資金として、地
域福祉を推進していくための事業に活用させていただきます。
　なお、掲載については細心の注意を払っておりますが、万一
誤字等がございましたら、ご容赦願います。（順不同・敬称略）

善意のご寄付
平成21年2月1日～
平成21年4月30日まで

本会への福祉事業資金として ○四つ木地区センターまつり実行委員会
 33,050円
○サークルせせらぎ 28,575円
○春喜会 20,000円
○社協窓口募金箱 3,873円
○嬉泉病院さくら祭り実行委員会 82,800円
○心ふれ合う住み良い町づくりの会
　会長 齊藤勝治 65,704円
○南綾瀬まちづくり懇談会レディースクラブ
 35,296円
○㈱稲葉製作所 100,000円
○白鳥西町会・白鳥西町会子ども育成会 
 46,440円
○錦月会・藤原会 34,126円
○植草寅夫（高砂５）  10,000円
○藤原富作（柴又１） 10,000円
○（社）葛飾シルバー人材センター 女性部会
　手芸グループ 7,428円
○東立石さくらまつり社協募金箱 3,614円
○日建ハウス　洪米蔵 200,000円
○荘野清（青戸４） 5,000円
○竹内秀光（亀有4） 20,000円
○俳画宗月会 10,000円
○東新小岩八丁目十班お祭り費 15,850円 
○匿名13件 267,100円

指定寄付として

善意の募金
ありがとうございます！

申し込み、
問い合わせ
振興課

 　5698-2411

　かつしかファミリー・サポート・センターで
は、生後６カ月から小学校３年生までのお子さん
を対象に、仕事の都合や急用などで、一時的に育
児に困ったときに、保育園への送迎や子どもの預
かりなどの育児支援サービスを実施しています。
  この育児支援のお手伝いをしていただける「サポ
ート会員」を募集します。
  皆さんのちょっとした気持ちや行動が地域の力に
なりますので、ぜひ、ご協力ください。
※活動を始めるには、事前に登録の上、２日間の
研修（下記）を受講していただきます。また、登
録には資格要件がありますので、詳しくはお問い
合わせください。

◆研修日時・会場
　６月25日（木）、26日（金）
　午前９時～午後４時
　ウィメンズパル（立石5-27-1）

◆問い合わせ
ファミリー・サポート・センター
☎５６９８－４１５１（よいこいちばん）

※毎月第３土曜日
も会員登録できま
す。お越しの際は
事前に予約をお願
いします。

　平成21年４月１日付で、葛飾区特別区税条例施行規則の改正に伴い、社協が特別区民
税寄付金税額控除の指定団体となりました。
　社協に寄付を行なった個人寄付者（区内在住）に対し、従来の所得税の控除と共に、
葛飾区に住民税の申告をすれば、寄付金額（総所得金額の30％限度）から5,000円を引
いた額の6％が特別区民税から税額控除されます。
◇詳しい内容はお問い合わせください。　振興課 ☎5698ｰ2411

■個人寄付者の方は特別区民税の控除が受けられます！

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
区
民

の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
有
償
で
家
事

援
助
等
を
行
う
会
員
制
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
日
常
生
活
で
困
っ
た
と
き
に
、
家

事
や
簡
単
な
介
助
を
行
う
協
力
会
員
を

派
遣
し
ま
す
。

〈
協
力
会
員
募
集
〉
健
康
で
福
祉
の

向
上
に
熱
意
が
あ
り
、
家
事
援
助
等

に
積
極
的
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
18

歳
以
上
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
１
時
間
に
つ
き
7
0
0
円
を
お

支
払
い
し
ま
す
。
登
録
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
か
１
回
に

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
説
明
会
日
程

①
６
月
25
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午

②
７
月
31
日
（
金
）
午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階

社
協
研
修
室

◆
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

①
健
康
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証

②
印
鑑

　

み
な
さ
ん
の
力
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

援
護
課　

☎
5
6
9
8―

3
2
0
3

下
町
人
情
届
け
ま
す
！！　

「
し
あ
わ
せ
サ
ー
ビ
ス
」

協
力
会
員
募
集
！

　

視
覚
障
が
い
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
が
な
い

方
で
も
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
募
集
人
数　

３
名

◆
報
酬　

１
時
間
1
、
0
5
0
円
（
時

間
帯
に
よ
り
加
算
が
あ
り
ま
す
。
）

◆
要
件

①
20
歳
か
ら
概
ね
60
歳
ま
で
の
方
で
、

平
日
３
日
以
上
活
動
で
き
る
方

②
社
協
が
指
定
す
る
視
覚
障
が
い
者
移

動
支
援
従
業
者
養
成
研
修
の
全
日
程
を

受
講
し
、
修
了
で
き
る
方

研
修
期
間(

予
定)

：
６
月
28
日(

日)

・
７

月
４
日(

土)

・
７
月
５
日(

日)

の
３
日
間

研
修
場
所
：
新
宿
区
ほ
か

研
修
費
用
：
全
額
補
助
し
ま
す
。
た
だ

し
交
通
費
等
は
本
人
負
担
に
な
り
ま

す
。

◆
申
込
方
法

　

履
歴
書
（
写
真
付
）
を
６
月
15
日

（
月
）(

必
着)

ま
で
に
郵
送
又
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

書
類
選
考
及
び
面
接
の
上
、
採
用
を

決
定
し
ま
す
。

※

面
接
日
６
月
22
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

援
護
課　

☎
5
6
9
8―

2
5
1
4

視
覚
障
が
い
者
ガ
イ
ド
ヘル
パ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

　

区
内
の
自
治
町
会
な
ど
で
は
、
９
月
の

敬
老
の
日
の
前
後
に
敬
老
会
の
開
催
や
記

念
品
の
贈
呈
等
の
敬
老
行
事
や
、
生
き
が

い
や
健
康
づ
く
り
の
た
め
な
ど
の
生
活
支

援
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社
協
は

自
治
町
会
に
対
し
行
事
や
事
業
へ
の
支
援

と
し
て
、
助
成
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
区
で
は
敬
老
会
の
案
内
状
送
付
、
記

念
品
贈
呈
該
当
者
の
確
認
等
の
た
め
、
対

象
者
名
簿
（
70
歳
以
上
の
方
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
治
町
会
な
ど
で

全
て
の
対
象
者
の
把
握
は
困
難
な
た
め
、

社
協
が
葛
飾
区
に
申
請
し
、
平
成
21
年
６

月
１
日
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
登
録
者
の

う
ち
、
９
月
15
日
時
点
で
満
70
歳
以
上
の

方
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
抽
出
し

た
名
簿
の
交
付
を
受
け
、
自
治
町
会
な
ど

に
提
供
し
ま
す
。

　

対
象
者
名
簿
の
提
供
に
あ
た
り
、
敬
老

行
事
や
生
活
支
援
等
の
事
業
以
外
の
目
的

に
使
用
し
な
い
こ
と
等
を
内
容
と
し
た
協

定
を
自
治
町
会
な
ど
と
結
び
、
個
人
情
報

保
護
法
に
準
拠
し
た
適
切
な
取
り
扱
い
を

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
治
町
会
へ
ご
自
分
の
個
人
情

報
の
提
供
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
提
供
を

地
区
高
齢
者
支
援
活
動

助
成
事
業
に
お
け
る

対
象
者
名
簿
の
第
三
者

提
供
に
つい
て

平成20年度

　平成20年度も、区民の皆さまが主体となり、地域の中で
「共に支え合い助け合う」福祉のまちづくりの実現を目指し
事業を進めてまいりました。会費や寄付等を財源に、区民の
皆さまをはじめ地域関係者の参加とご支援、ご協力のおか
げで様々な福祉活動や事業を展開することができました。
ありがとうございました。
　ここに、主要な事業について報告いたします。

身近な地域で支えあう
しくみを築きましょう

まちのニーズに対応する
体制をつくりましょう

一　　般　　会　　計
公 益 事 業 特 別 会 計

小口生活資金貸付事業特別会計
歳末たすけあい運動事業特別会計

総　　　合　　　計

収　入 支　出 収支差額 前期末支払
資金残高

当期末支払
資金残高会　　計　　単　　位

■収入支出決算総括表 （自）平成20年4月1日（至）平成21年3月31日 （単位：円）

社協会員募集中
ご協力をお願いいたします

ガイドヘルパー派遣事業

ファミリーサポート事業

ボランティア出前講座（点字の学習）

サ ポ ー ト 会 員 募 集

停
止
し
ま
す
の
で
、
６
月
30
日
（
火
）
ま

で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

振
興
課　

☎
5
6
9
8―

2
4
1
1

①「小地域福祉活動」をモデル地区
で実施
区内２カ所をモデル地区とし、活
動に必要となる基本的な視点や手
法を検証

②夏休みボランティア体験
中・高校生などが夏休み期間にボ
ランティア活動を体験
・参加者 105人
・受入施設 58カ所

③ボランティア出前講座
小・中学校等に講師を派遣し、講
座を開催
28団体　65回　受講総数4,876人

安心して暮らせるしくみを
充実させましょう
①ひとり暮らし高齢者毎日訪問
乳酸菌飲料配達による安否確認サービス
・利用登録者　 1.234人
・配達本数　 延239,827本
・調査件数　  　408件

②手話通訳者派遣
・派遣回数　1,089回
・登録手話通訳者　19人

③視覚・知的障がい者ガイドヘルパー派遣
・派遣回数（視覚）　6,143回
　　　　　（知的）　160回

たすけあいの輪を
広げましょう

①しあわせサービス
高齢者、障がい者等への家事援助
や簡単な介助サービス
・登録者　利用会員421人
　　　　　協力会員287人
・利用状況　延10,669回
　　　　　　延17,962.5時間

②ファミリーサポートセンター
仕事と育児の両立及び子育て家庭
への育児援助サービス
・登録者
　ファミリー（利用）会員　1,103人
　サポート（援助）会員 214人
　ファミリー兼サポート（両方）会員
　81人
・利用状況　延7,735回
　　　　　　延13,736.5時間

③ハンディキャブの運行
車いすのまま乗降できるリフト付
きワゴン車の運行サービス
・利用登録者 86人
・運行件数 643件
・登録運転ボランティア　20人

④生活支援ボランティア
高齢者、障がい者等が日常生活で
ちょっと困ったときにボランティア
を派遣
・利用件数 　　延110件
・ボランティア　　48人

⑤ボランティアまつり開催
・実施　12月7日(日)
・来場者　　6,000人
・ボランティア参加者
　57団体　個人45人

⑥ボランティア講座
　ボランティア育成のための講座を
開催
・全5講座（27回）
・参加者　249人

⑦ボランティア相談・登録・紹介
・相談　132件
・ボランティア登録
　個人118人
　団体90団体（2,830人）

⑧ボランティアセンターだより発行
月1回　各2,150部

①会員増強活動
　福祉協力委員による社協会員・会費
の増強活動
・福祉協力委員　847人

②社協だよりの発行
年4回　各220,000部（全世帯配布）

③社協の案内発行　8,000部
④ホームページの運営
⑤メールマガジンの発行
登録者　26人　発行6回

372,431,373
47,037,803
696,119

24,583,768
444,749,063

370,788,612
46,253,602
1,218,200
24,589,089
442,849,503

1,642,761
784,201
-522,081
-5,321

1,899,560

32,648,144
1,557,025
1,707,556

6,692
35,919,417

34,290,905
2,341,226
1,185,475

1,371
37,818,977

　今回ご紹介する『かつしかボランティア
グループ（代表　たきざわ　かつみ様）』
は、区内のカラオケグループや個人の方が
集まり、100名近くの方が参加される発表
会を毎年開催され、その度に、来場者や出
演者の皆さまから募金を募り、20年近くの
間社協に寄付してくださっています。
　社協で行う様々な福祉活動や事業を進め
るための重要な財源のひとつが、区民の皆
さんからいただく、善意のご寄付です。
　社協では、年間を通して『募金箱』を設
置していただき、地域福祉の推進にご協力
していただける、商店や事業所、団体を募
集しています。
　現在区内20ヶ所の商店や団体にご協力い
ただいております。区民の皆さんを中心と
した、『支えあう福祉のまちづくり』に、
ご参加、ご協力をお願いいたします！！

客席の多くの方からご協力を
いただいております！！

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
が
、
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
わ
ず
に
、
住
み
慣

れ
た
葛
飾
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
日
常
的
な
金
銭
の
管
理
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
な
ど
の
支
援
を
行
う
「
生
活

支
援
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

（1）
区
内
在
住
で
、
20
歳
以
上
65
歳
程
度
ま

で
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方

（2）
認
知
症
高
齢
者
ま
た
は
知
的
障
が
い
者

な
ど
の
処
遇
経
験
が
あ
る
方

（3）
訪
問
介
護
事
業
所
等
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
や
介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
に
従
事
し

て
い
な
い
方
。
こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
活
動
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の
間
の
２
〜
３
時

間
程
度

◆
時
給　

８
０
０
円

別
途
交
通
費
を
支
給
し
ま
す
。

◆
就
業
場
所

葛
飾
区
内
お
よ
び
隣
接
す
る
区
域
で
す
。

◆
業
務
内
容

（1）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
支
払
い
や

日
常
生
活
に
必
要
な
生
活
費
の
引
き
出

し
な
ど
。

（2）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
の
情

報
の
提
供
や
助
言
な
ど
。

◆
保
険
等

　

社
協
で
傷
害
・
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

し
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

履
歴
書
を
６
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
、

ご
郵
送
く
だ
さ
い
。
追
っ
て
面
接
日
を
連

絡
し
ま
す
。

◆
登
録
採
用

　

面
接
の
上
、
登
録
採
用
の
可
否
を
決
定

い
た
し
ま
す
。

　

登
録
後
に
研
修
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

援
護
課
（
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
か
つ
し

か
）

◆
住
所　

葛
飾
区
堀
切
３―

34―

１

◆
電
話　

☎
5
6
7
2―

2
8
3
3

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
を

サ
ポ
ー
ト
す
る

生
活
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

④手話講習会
聴覚障がい者などの理解と手話通
訳者育成のために開催
全8クラス  延190回
受講者　　　　239人

⑤福祉教育ハンドブック作成委員会
3回

④権利擁護センターかつしか「しっ
かりサポート」の運営
高齢者や障がい者の福祉サービス
に関する一般相談や、弁護士等に
よる専門相談、日常的金銭管理な
どの訪問援助サービス
・一般相談　 663件
・専門相談　 35件
〈訪問援助事業〉
・利用契約者　81人
・訪問援助 延810回

⑤生活福祉資金貸付
・101件　76,101千円

⑥高齢者の就職あっせん
地域の無料職業紹介所「ワークス
かつしか」での職業紹介サービス
・求職者　　　3,428人
・職業紹介者　 590人
（うち、就職者142人）

⑦生活安定応援事業の実施
・貸付　20件　2,800千円

⑧長寿大学
・参加者　延478人

⑨高齢者作品展
・出品者　　 205人
・来場者　延950人


